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 令和８年度 園経営計画 足立区立鹿浜こども園 

園長 澤田 好 

１ 園の経営目標 
（１）教育目標「げんきなからだ・やさしいこころ・かんがえるちから」 

心豊かでたくましい、遊ぶの大好き、笑顔いっぱいの子どもを育てる。 

（２）全職員が意欲的に学び、専門性を磨き、より質の高い教育・保育を実践する。 

（３）保護者や地域の理解と協力を得て心豊かな教育・保育を進め共に育ち合う『共育』をめざす。 

 

２ 園の現状 

（１）園庭の環境を存分に活かした保育を進めてきたことで、外遊びに夢中になっている。昨日か

らの続きをしたり、毎日決まったところから遊び始めたり、友達と一緒に考えて遊びだした

りと様々だが、一人一人が主体的に遊びを繰り広げている。 

（２）絵本の読み語りを毎日実施することで、子どもたちの表現力が向上し、イメージしたものを

作ることで、遊びが深まってきている。 

（３）園内研修を通して、子どもの『やりたい』を実現できる環境を構築してきた。また、子ども

の気持ちに寄り添うことと、人権を意識した関りを大切にしている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 

子ども一人一人の『やりたい』をかなえる。 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

（１）子どもが『なんだろ、不思議、
やってみよう』と思える環境を
構築 

ア 第一園舎、第二園舎の環境を、子どもの姿と合わせなが
ら、月１回再構築していく。 

イ 地域社会と連携し、子どもの興味関心をより深める。 

（２）子どもと横並びの視線で一緒
に遊ぶ。 

ア 子どもが見ているものに共感し、日々の振り返りをクラ
ス間で行い、必要な教材の見通しをもって準備する。 

（３）保育者の主体性を発揮 
ア 引き続き年間７回の園内研修の学びを存分に生かし、子
どもと関わる。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 

食を楽しめる環境の構築 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

（１）子どもと一緒にランチルーム
を改造 

ア 地域のお店や ICTを活用し、レストランのイメージを共
有し７月までには改造する。 

イ 必要であろう教材や素材を準備する。 

（２）子どもたちの五感を刺激する
体験を取り入れる。 

ア 食育計画を基に、旬の食材に触れる機会を日々設ける。 
イ 行事食やクッキングを年間１５回以上実施し、出汁の匂
いや食材の感触、味の違いなどに気づけるよう工夫する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

親子で絵本を楽しむ環境の推進 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

（１）図書館との連携 
ア 年間６回司書に読み語りを実施してもらい、絵本の楽し
み方を職員も学ぶ。 

イ ４，５歳児は図書館を年間６回活用する。 

（２）保護者への啓発 
ア 保護者会で絵本の魅力を伝え、読み語りを実演する。 
イ 降園時に、月１回親子読み語りデーを開催する。 

 


